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測が寺島観されて既に満十五年を経過してゐる。と 第 1表 No.971 誇要素
の記録を借用してー・二の考察を試みたい。 海岸よりの距離 1.0Skm 
ζの温泉は底より径 71c.m.の焼物扶の闘簡を 観測標準貼 (海抜) 32.75m 
卒均水位(15年間) (海抜) 25.87m 
つみ重ねて地上 40c.m.まで至る。との上端が標 卒均泉温(15年間) 410.06C 
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(3) 先行降雨の欣況如何による水位 1.・.. __.: .-... _'___ . 'v.品 ~ -
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(1) (1935.VI.29-VII.27J II= Hv同一O.OI2t(I:f，禍 -2379)+4.453.2'R{I-e叩トτ 勺
十5.45白5':玄R'門{勺{れI一e-川
(σII) Cο19幻39.V羽II.22-VI皿I.2幻3J .1=.1品VII虫一O.ω.ρ0引12t(κι‘一2幻3.7河9)+4.32RI‘d山{οl一tPw山4山f什sト一寸1リ} 
十4.32R2{l-e-o・1的寸-O} (2) 
式中 H は7.1<.1:.， H"， は計算直問中の卒均水依であって， 23，79は次に述べる降雨たき
場合の推定水枕であるo (1)式中の R は前宇の降雨群，R'は後牛の降雨群を示す。 τは
(203 ) 




水位上昇の推定例(1 ) 第 6闘
の閥係は第8圃の如くなる。降雨は• OTs. 
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水位上昇の推定例(3)
• 0.;' 
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(3) 冷雨水の混入が漸次減少して泉温が回復上昇する場合(第 1圃 XII月以後)


































































(8 ) 循遺水量:)選女水最=30.4 69.6 
泉温の費化K就いては
( 1 ) 雨水の蕃透Kよって泉温の低下を来たす。
(2) 水位の昇降は泉温の昇降を来たす場合と反封の場合とがある。
(3) 経年低下は 00.44年である。
. 
終りに種々と御指導を賜る野漏隆治博士に感謝し，長期l'Li歩る観測員の努K併せて謝意
を表する次第である。
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